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「言わなかった言葉にも、聴くべき声がある見えない力に気づくまなざし」 
― 少年の声の芽を育てるには ― 

 

    湖南市少年センターカウンセラー  山田 洋美 
 

少年センターに来所していたある少年に、他の職員が「イメージを言葉にするゲームをやろう」と声

をかけました。彼は笑いながら「馬鹿がばれるやん」と言って席を立ちました。普段は場を盛り上げる

存在ですが、その笑いの奥には、「うまく言えない」「変に思われたくない」という漠然とした不安があ

るように感じられました。本人もそれがはっきりとはわかっていないのかもしれません。 

その時、私はその気持ちを無理に言葉にせず、彼が無意識に押し込めているかもしれない思いをそっ

と受け止めました。関わりの中で知らず知らずに「話す人」と「聞く人」に分かれ、少年が「どうせわ

かってもらえない」と感じてしまうことがあります。大人の立場や言葉の力が場の空

気を支配し、本音を押しとどめてしまうこともあるのです。 

こうした“見えない力”に気づくことは、安心して語れる場をつくるために欠かせ

ません。必要なのは特別な技術ではなく、「この関わりは安心を育んでいるか」「この

言葉は相手の声を聴いているか」と自分に問い続ける姿勢です。ふざけた言葉や沈黙の奥にある小さな

サインも否定せず、そっと受けとめるまなざしこそが、声の芽をやがて語りへと育てます。 

少年の声は、家庭や学校、地域で少しずつ育まれていきます。大人が同じ目線に立ち、その揺らぎに

寄り添うことが、未来を生きる力を支える土壌になると信じています。私も少年センターのカウンセラ

ーとして、地域の皆さまとともに、そのまなざしを大切にしてまいりたいと思います。 

「薬物乱用防止啓発標語」 

薬物に     強い心で    ダメゼッタイ    杉村 蒼波 さん （令和６年度菩提寺小学校卒） 

ちょっとだけ… もうもどれない  薬物乱用  兜   恩理 さん （令和６年度三雲東小学校卒） 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「薬物乱用防止啓発標語」 

薬物で   未来が変わる   手を出すな   小野 真椰さん （令和 6 年度三雲東小学校卒） 

    守りぬく    自分の体      大切に     村岡 咲空さん （令和 6 年度石部小学校卒） 

◎少年センターでは無職少年の就労・就学の相談・支援を実施しています。 
中学校卒業後から 20 歳未満の少年で「働きたい・学びたい、でも何をしたらよいのか分からない」という人の相談
を受け付けています。お気軽にセンターに連絡ください。               Tel 77-7053 

－ 少年センター徒然日記 － 
少年センターの畑で栽培したトウモロコシを、少年と

ともに収穫をして、その後、かき揚げとスープに入れて
調理をしました。 

甘くて、食べ飽きない味になり、何個も食べていまし
た。 


